[image: image1.png]


　コンバーター(圧力転換器)について
ガバーナーは０.２ｋ～１.０ｋに変化する計装用エアー（以下、０.２ｋ～１.０エアーと記す）で、３,２４７～４,３３０ＲＰＭの増減を行ない得る。

０.２ｋ～１.０エアーの圧力は、ＦＩＣ(コンプレッサー吐出流量調整計器)の出力によって決まる。しかしＦＩＣの出力に対して、ＦＩＣＶ(コンプレッサー吐出流量調整用のバイパス弁)とガバーナーは開閉方向が逆になる。

即ちＦＩＣ出力が“０”の時、ＦＩＣＶ(AIR TO OPEN)は、全閉となって吐出ガス全量が、吐出側へ流れる。しかし、コンバーターが無いと０.２ｋエアーがそのままガバーナーにかかり、回転数は、最小の３,２５０ＲＰＭとなり、コンプレッサー流量は最少しか流れないことになる（表―Ⅰ参照）

コンバーターがない場合、ＦＩＣ出力を減少していくと、バイパス量の減少に伴い、吐出流量は増大方向にいくが、一方で、コンプレッサーの回転数が低下し、コンプレッサー本体の吐出量が低下する為、トータルの吐出流量は減少して行く。
これを防ぐ為、ローカルパネルＡＵＴＯ－ＭＡＮ設定機の下流にコンバーターを設けて、空気信号を逆信号に転換する。

これによってＦＩＣ出力を減少して行くと、コンバーター入口の空気圧は下がるが、コンバーターで転換され、ガバーナーを調整する空気圧は上がり、コンプレッサー回転数は増大され、ＦＩＣによる流量制御（アウトプット減→流通増大）を行えるようにしている。

コンバーター及び空気信号経図は〔図―Ⅰ〕参照
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	出力

％
	指示

変化
	出力

力

％
	コンバーター
入口
空気圧

kg/cm２
	ガバーナー

調整
空気圧
	タービン

回転数

ＲＰＭ
	FICV

開度

	全閉
	0.2
	0
	減
	0
	0.2
	1.0
	4330
	全閉維持

	25%
	0.4
	25
	
	25
	0.4
	0.8
	4060
	

	50%
	0.6
	50
	
	50
	0.6
	0.6
	3790
	

	75%
	0.8
	75
	
	75
	0.8
	0.4
	3520
	

	全開
	1.0
	100
	増
	100
	1.0
	0.2
	3250
	


〔表―Ⅰ〕

計装概念図
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